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LTspice の使い方（上級） 

v1.8 Apr.2023 

【目的】 

電子回路シミュレータ LTspice（無償・素子数制限なし）の使い方を習得する。 

 

【インストール】 

インターネットで “LTpice” で検索または、下記リニアテクノロジーホームページから ダウンロード! LTspice XVII を

選択する。 

URL→ https://www.analog.com/jp/design-center/design-tools-and-calculators/ltspice-

simulator.html 

 

 

【例題1】 次の直列共振回路の S パラメータ特性を解析する[1]。 

V1=1 V, Rser=50Ω, R1=55Ω, L1=15 nH, C1=20 pF, Rout=1e-26 とする。（必要に応じてこれらの値を変える） 
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（電源の設定） 

AC Amplitude → 1 を入力（下図）、Parasitic Properties → Series Resistance [Ω] を 50 にする。これで

内部抵抗50Ωかつ振幅1 V の電源を設定したことになる。 

 

 

（周波数特性の設定） 

Simulate → Run を選択する。Edit Simulation Command が表示されるので、 

Type of sweep: Linear,  

Number of points: 100,  

Start frequency: 0.1G,  

Stop frequency:1G  

を入力する。入力が終わると、下の空欄に .ac lin 100 0.1 G 1 G が自動的にテキスト入力される。これはスタート周波数

0.1 GHz からストップ周波数1 GHz までを線形スイープで 100 ポイント計算をすることを意味する。 
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（S パラメータの設定） 

Edit → SPICE directive を選択する。Edit Text on the Schematic: が表示されるので、空欄に  

.net I(Rout) V1  

と入力する。これは.net コマンド（回路ネットワーク解析コマンドのこと）で出力抵抗 Rout の電流 I（出力電流）と電圧 V1（入

力電圧）の間の 2 端子対パラメータ（Z, Y, H, S）を計算するためのオプションコマンドを示す。つまり、入力ポートが電圧源

V1 で、出力ポートが Rout の二端子対回路を意味する。 

 
 

（S パラメータの出力） 

グラフ上で右クリックして Add Traces を選択する。Add Traces to Plot: が表示されるので、 

S11(v1)  

S21(v1)  

を選択する。.net コマンドを追加するだけで、S パラメータ以外の回路ネットワークパラメータである H 行列、Y 行列、Z 行

列、入力インピーダンスZin、出力インピーダンスZoutも計算表示してくれる。ただし、.netコマンドを使わずに、回路のV-

I 値から S パラメータを導出することも可能である。 
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【例題2】 次の 6 段ステップドインピーダンス LPF の S パラメータ特性を解析する。 

V1=1 V, Rser=50, T1: Td=13.2p, Z0=20, T2: Td=37.5p, Z0=120, T3: Td=49.2p, Z0=20, T4: Td=51.2p, 

Z0=120, T5: Td=36p, Z0=20, T6: Td=13.7p, Z0=120,Rout=50 とする。（必要に応じてこれらの値を変える。D. M. 

Pozar, Microwave Engineering 3rd ed., pp. 414-416, Wiley, 2005） 
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（電源の設定） 

AC Amplitude → 1 を入力、Parasitic Properties → Series Resistance [Ω] を 50 にする。これで内部抵

抗50Ωかつ振幅1 V の電源を設定したことになる。（例題1 と同じ） 

 

（周波数特性の設定） 

Simulate → Run を選択する。Edit Simulation Command が表示されるので、 

Type of weep: Linear,  

Number of points: 1000,  

Start frequency: 0.1G,  

Stop frequency: 5G  

を入力する。入力が終わると、下の空欄に .ac lin 1000 0.1 G 5 G が自動的にテキスト入力される。これはスタート周波

数 0.1 GHz からストップ周波数 5 GHz までを線形スイープで 1000 ポイント計算をすることを意味する。（Number of 

points と Stop frequency 以外は例題1 と同じ） 

 

（S パラメータの設定） 

Edit → SPICE directive を選択する。Edit Text on the Schematic: が表示されるので、空欄に  

.net I(Rout) V1  

と入力する。これは.net コマンド（回路ネットワーク解析コマンドのこと）で出力抵抗 Rout の電流（出力電流）と電圧 V1（入

力電圧）の間の 2 端子対パラメータ（Z, Y, H, S）を計算するためのオプションコマンドを示す。つまり、入力ポートが電圧源

V1 で、出力ポートが Rout の二端子対回路を意味する。（例題1 と同じ） 

 

（伝送線路の設定） 

Edit → Component → tline を選択する（損失を考慮した伝送線路の場合は ltline を選択する。）。配置したら、遅

延時間 Td と特性インピーダンス Z0 に設計値を入力する。遅延時間は基板の実効誘電率をεeff、物理長を l [m]すると

次式となる。 

eff
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【エクセル出力】 計算結果をテキスト出力してエクセルで描画する。 

（テキストデータ出力）  

計算結果のグラフを選択した状態で、File → Export data as text を選択する。 

 

 

（出力先と出力フォーマットの選択）  

Select Traces to Export が表示されるので、テキスト出力させたいデータを選択する。 

出力ファイルの保存先とフォーマットは以下のように指定できる。 

File: ***.txt  （保存先を指定しなければ、LTspice の回路図面ファイル.raw が置いてあるフォルダと同じ場所） 

Format: (dB,deg) または re,im 

OK を押すとテキストファイル（.txt）が出力される。 
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下の例は出力フォーマットを(dB,deg)で選択した場合を示している。5 つのデータは左から、周波数、S11（振幅、位相角

度）、S21（振幅、位相角度）の順に並んでいる。 

 

このファイルを Excel で開くときは、ファイル→開く→参照→ファイル名の種類→すべてのファイル（*,*）を選択→カンマやタ

ブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られたデータを選択→次へ→区切り文字でカンマにチェック→次へ 

  
ただし、このままでは(、dB、－)など数値データではない記号が混入しており、Excel が数値データとして認識できないため、

次のように不要な記号を消去する必要がある。ホーム→検索と選択をクリック→置換→①検索する文字列に ( を入力して
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置換後の文字列を空白→すべて置換、②検索する文字列に dB を入力して置換後の文字列を空白→すべて置換、③検索

する文字列に －) を入力して置換後の文字列を空白→すべて置換、することでエクセルデータとしてグラフ描画できる。 

 
 

一方、下の例は出力フォーマットを re,im で選択した場合を示す。5 つのデータは左から、周波数、S11 実部，S11 虚部，

S21 実部，S21 虚部の順に並んでいる。 

 

このファイルを Excel で開くときは、ファイル→開く→参照→ファイル名の種類→すべてのファイル（*,*）を選択→カンマやタ

ブなどの区切り文字によってフィールドごとに区切られたデータを選択→次へ→区切り文字でカンマにチェック→次へ、でエ

クセル数値データとして読み込める。ただし、大きさと位相角度を表示するには以下の計算が必要である。 
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詳しい使い方を知りたいときは参考文献を見て下さい。 
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